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（登記社名：株式会社 東海理化電機製作所） 

地 球 環 境 負 荷 の 少 な い マ グ ネ シ ウ ム 溶 湯 防 燃 用 カ バ ー ガ ス の 実 用 化 に つ い て  
 

株 式 会 社 東 海 理 化 (愛 知 県 丹 羽 郡 大 口 町  取 締 役 社 長 ： 木 下  潔 )は 、 大 陽 日 酸

株 式 会 社（ 東 京 都 品 川 区  取 締 役 社 長 ： 田 口  博 ）と 共 同 で 地 球 環 境 負 荷 の 少 な

い マ グ ネ シ ウ ム 溶 湯 防 燃 用 カ バ ー ガ ス の 実 用 化 研 究 を 重 ね た 結 果 、自 社 音 羽 工 場

内 の マ グ ネ シ ウ ム ダ イ カ ス ト 製 造 工 程 に Ｆ Ｋ（ フ ッ 化 ケ ト ン ）を 主 成 分 と す る 新

開 発 の カ バ ー ガ ス と そ の 供 給 装 置 を 国 内 で 初 め て 導 入 し ま す 。   

な お 、本 件 は 経 済 産 業 省 が 公 募 す る「 地 域 地 球 温 暖 化 防 止 支 援 事 業 」の 対 象 と

な り 、審 査 の 結 果「 平 成 １ ７ 年 度 地 域 地 球 温 暖 化 防 止 支 援 事 業 費 補 助 金 」が 給 付

さ れ る こ と に な り ま し た 。  

 

従 来 、 マ グ ネ シ ウ ム ダ イ カ ス ト に は 溶 融 マ グ

ネ シ ウ ム の 防 燃 用 カ バ ー ガ ス と し て GWP(地 球

温 暖 化 係 数 )が 二 酸 化 炭 素 の 22 ,200 倍 の「 Ｓ Ｆ ６

（ 六 フ ッ 化 硫 黄 ） 」 が 使 用 さ れ て お り 、 当 社 は

こ れ ま で も そ の 低 減 活 動 に 取 組 ん で 参 り ま し た 。

今 回 「 Ｓ Ｆ ６ 」 に 代 わ る ガ ス と し て 開 発 さ れ た

新 FKカ バ ー ガ ス は Ｇ Ｗ Ｐ が 二 酸 化 炭 素 と ほ ぼ

同 等 （ ≒ １ ） で 、 「 Ｓ Ｆ ６ 」 か ら 代 替 さ れ る こ

と に よ り 、 地 球 環 境 負 荷 低 減 に 大 き な 効 果 を 発

揮 し ま す 。  

 
１ ． 低 減 効 果  

「ＳＦ６」の使用と比較して、約 45,000 ｔ／年の温暖化ガス（ＣＯ２換算）相当の削減が可能。 

２． 導入計画 

2005 年 10 月 ～ ： 実 用 化 開 始 （ モ デ ル ラ イ ン 1 台 ）  

2006 年 ２ 月 ～ ： 順 次 切 替 え 、 全 ラ イ ン に 展 開  

３ ． 新 カ バ ー ガ ス （ 商 品 名 「 エ ム ジ ー シ ー ル ド ®」 ） の 主 な 特 長  
①  GWP(地 球 温 暖 化 係 数 )≒ １  

②  「 Ｓ Ｆ ６ 」 と 同 様 の 取 扱 い が 可 能 で 同 等 の 防 燃 効 果 が 得 ら れ る 。  
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